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会長 森為三先生のせい去を悼む
車工 谷 進

去る 7 月18日森先生の御せし、去の知らせをうけ夢ではなし、かとその御急せいに篤いたのである O

先生は本年度生物学会の総会を武庫川学院で開催することに決定してから何くれとなく気を配っておられた。この
度の総会に武庫川学院カ・ら物心両面に全学院をあげて多大の御厚意をいただし、たのは、森先生か昭和32年10月以来同
学院生物学主任教授として御信任の厚泊} った賜であると信ずるヘ
総会の直後、赤血球の減少による貧血症とカ、で欠勤され、その原因が牌臓にあるとカ、演場性のものであるとかの
ことであったが、夏季休暇が円前にiuっているので休暇中に入院して精密検査を受けたうえで適当な施療をするとの
ことで 1週間ばカ、りの欠勤で 7 月の講義の終るまで出動されたのであるr

その後、 7 月11日神戸大学付属病院に入院されたとのことであったので、早く病因をつきとめられ適切な施療のあ
るよう祈ってし、た矢先であったので、思いがけぬ悲報で全く痛惜にたえなし。御家族御近親の方々の御悲、歎も徐11想、像
申しあくるのに余りカある
武庫川学院には本年カ h ら薬学部力、創設され同科生物学科の重責を担われることになり、先生のかつて御担当Yこなっ
てし、た一部週 6 時間の分担を命ぜられたため、私は去る 5 月虫、ら先生の教室へ週 21匂ずつお邪魔することになり、今
後ま近かに先生の御指導や御高説を承りなb ら御円満なお人柄に接する機会ができたことをひそカに喜んでL たので
ある。しヵ、L今はもうその念願も純たれた、実に寂ちにたえなL、c
先生は本年 1月から 3 月末までの間に 3 回にわたって、皇太子殿下御夫妻及ひ御陪聴の各大学、水i A 研究所の専門
学者を前に、東南アシヤの鰻亜日の系統発生学的事項、鯉亜日の進化、鯉亜日の分類分布、分布の要因などについて
先生多年研究に努められた御うん蓄を傾注され、あるレは欧米諸学者の学説を引用される等周到な御準日iiの下に計 6

要綱を御披露下さったカ¥ 今にして思えば、，先生の科学者として最後の晴れの舞台であったと御J旬、像申しあげるc 先生
御自身生涯を通じて忘れることのできぬ感謝と感激であるとおっしゃって終られた? このことを考えせめてもの慰さ
めであると思う f

しカ。 L:御在職の武庫川女子大学の新学部創設に伴う諸施設、講座の基礎確立なとに梅々波大な御理想、御構想を描
かれて 9 月の休暇あけを待たれてし、たであろうと御想像申しあげるとき、 L、よいよ痛I丹、哀悼に絶せるものがある、
ああ哀しし、かな+ ここi二改めて先生の御賀福をお祈りする 1

先生の学界への御貢献、本学会並びに本会会員じ賜わった数々の街l教訓、後進学生に対する御指導に円満な博学者
でなくては望まれなL、農泊な教育者の生縦であったことを物語る数々は11{1和33年先生が兵庫県文化功労賞御受賞記念
号として出された本会話、( 昭和34年 4 月30) に多数の方々カおら詳細寄せられてし、るのでこれを割愛 L 、先生公職御退
任記念に発行された、魚類学雑誌第 6巻第 4 ・5 ・6 号に集録された先生の御略慌をお借り L 先生の御経燃と御功績
の由来する原因とを偲ぶこととする C

御略歴
明治17年 6月 1 日生れ
明治37年 8 月 東京帝|占l大学付設教員養成所博物科卒業
明治44年 宮城高等普通学校教諭
大正10-11年 英国ロンドン大英博物館博物部にお L 、て朝鮮産 111有乳類、 北米合衆国スタンフオート大学にお

L  、て朝鮮産魚類につL 、て研究
大正14年 6 月 理学博一1 : 京都帝閑大学)
昭和17年 朝鮮文化功労賞( 朝鮮総督)
昭和21年
昭和24年
昭和26年
昭和32年
昭和33年

兵庫県立医科大学予科長兼教綬
兵庫県立農科大学教授
兵庫県立農科大学高IJ学長
武庫川女子大学教授
兵庫県文化功労賞( 兵庫県)
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昭和37年 1 - 3月 皇太子殿下御前御進講
昭和37年 7 月18日逝去

故森為三先生御葬儀告別式に参拝して
昭和37年 7 月20日姫路市光源寺において仏式をもって多数の参列者でしめやかなうちにも厳粛な告別式が営まれ
た。当日諸学校とも第 1学期末の終業式が行われたが、阪神地区からは室井、当津、渋谷、古川、川崎、広瀬、地も
とからは森本氏など、その他多数遠近の会員参列し次のような弔辞を霊前に捧げた。

森博士への感謝と生物研究奨励会
室 井 縛

私はかつて森為三会長県文化賞受領記念号( 第 3巻 5
号) のp.338に次の交を載せたのすなわち
何処へ旅しても、あの膨大な「兵庫生物」が何故続く
か、どこの生物の地方議も、先ず3号雑詮になることに
決ってし、るのに兵庫生物だけが何故、このおきてを破っ
て続々と刊行され、ますます内容が充実するのカ通との疑
問を受けるのである。
私は即座に半永久的に続く、それには続く条件が揃っ
ているか、らだ。先ず少くとも森会長の健康な聞は続く、
何故ならば総べての尻ぬぐし、は会長問身が私費をなげ打
ってみてくれる方、らだ。と答える O

そう思って方々の地方誌を見直してみると、発刊後す
く跡方もなくつぶれてしまう。また本県内の他の学科に
L てもそうで始めのうちは可成り景気よくやってし、るよ
うだが、 L、つとはな uにこ 3号誌で
えて1みよると気の毒なlほまどでで、ある - 。である。
本誌が今日の隆盛を得たのは 1つは先生の経済援助が
あったことであるコ先年、理事会で会長の本会の役員会
への出張旅費ぐらし、は差し上げる・・。と可決してみた
が全然受け付けられなかった。それのみならず時々多額
の←令子を寄付されたことは感謝に耐えなレ。
ところが去る 7月19目、早朝、紅谷先生ヵ、ら電話で森

会長の可卜報を聞かされて、本会のためにも、我々会員の
ためにも思レがけぬ悲報で全く参って L まった。
その後、第 2学期の始った 9 月 1 日午前 9時、暑L、さ
なかに森会長の奥様が学校へ御出下さって、奥様の言わ
れるには先生の街1香料から本会へ100，000円を贈りたレペ
使途につしては本会に一任する。 と言われ全く恐縮し

森会長への感謝の言葉は尽きませんが、会員諸氏とと
もに篤L 、感謝とともに御冥福をお祈りしf.::.¥'、D

森為三博士生物研究奨学会規約

1  この会は、森為三博士生物研究奨学会といし¥ 兵庫
県生物学会が運営する。
2  この会の基金は森博士の寄付金と L 、その利子を奨
励金にるて基金は永久に保存する。

3  奨励金が、1 .000円未満のときは、その端金を翌年
に廻すことがある。
4. この奨励金受賞の資格は次のものに限る。
(1) 兵庫県生物学会会員で生物学、または体物教育の
研究に貢献したもの
(2) 年齢に制限なく、研究心の旺盛なもの
( 的受賞者は毎年 1名を原則とする
5  受賞候補者は会員が会長に推薦 L 、会長が最終決定
をする C

6  会長は受賞者候補選定の委員会を組織し、会員、ま
たは有識者の意見を聞くことができる。
7. 受賞者の発表及び賞金受与式は総会当日行なう。
8  基金は( 電話公債、割引公債、郵便貯金、銀行預
金、株券) とし、会長及び会計で読書及び印鑑を別々
に保管するものとする。

9  この会の会計監査は兵庫県生物学会の臆査委員が行
なうっ

た 。 ! 付則 1  この会の規約の変更は総会で決める。
ニの御寄贈のお金の使途について早速、理事会を開催 2  この会の成立まで基金は室井が保管する。
して、下記の「森為三博士生物研究奨学会規約」を条文 3 この会の趣旨に賛成したものの寄付金は基金
化L 、来春の総会にかけて会員諸氏の承認を得ることに !  に繰り入れることができるの
tt.っt.::.o
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